
施設の老朽化 ～整備の必要性～

前歴国営事業などで整備された農業水利施設により、作物の安定的な収量の確保や品質の向上が図られる一方
で、整備後数十年が経過した施設に老朽化の波が押し寄せてきています。
日々農業用水を送り続ける中で、重要な役目を担うゲートやバルブの不具合、機器を的確に操作するための電気
設備の耐用年数の超過、材質が組み合わさることで管水路に発生した腐食現象（Ｃ／Ｓマクロセル腐食）など、様々な
施設に機能低下が生じ、用水の安定的な供給への支障と施設の維持管理に多大な労力と費用を要する状況になりま
した。
このことから、施設からの漏水などによる二次被害の防止と施設の機能回復を図ることで、笛吹川沿岸地区にお
ける農業生産の維持と農業経営の安定を将来につなげるため、国営施設機能保全事業を実施しました。
この事業により、機能低下している水管理施設や揚水機場の機械・電気設備、幹線水路及び弁類等の補修及び更
新を行い、施設機能の維持（長寿命化）を図るとともに今後の維持管理のコスト軽減を図ることを目的としています。

更新事業の内容と取組

農業水利施設の性能低下の状況

●国営施設機能保全事業の目的と役割●

●Ｃ／Ｓマクロセル腐食の原理と対策●

施　設

導水路

揚水機場

用水路

水管理施設

性　能　低　下　の　状　況

〇導水路トンネルの無巻部では、岩
盤亀裂の進行に伴う緩みによる
肌落ち・落石が発生しています。

導水路トンネルの無巻部の肌落ち 取水工コンクリート壁面の剥離

仕切弁からの漏水 壁の継目からの漏水

マクロセル腐食による漏水 空気弁の発錆

親局（中央管理所） 屋上防水保護層の劣化

〇コンクリート壁面の一部の剥離、
ひび割れが発生しています。ま
た、除塵施設等施設の発錆が著し
い状態です。

〇ポンプ設備、電動機等の材料劣化
や断線接続不良などによる作動不
良が生じ、送水機能に支障を来し
ています。
〇ファームポンド、加圧機場上屋の
壁のひび割れや剥離のほか目地の
開きからの漏水が生じています。

〇管水路（鋼管部）のマクロセル腐食
による漏水が発生し安定的な配水
に支障を来しています。
〇分水工建屋の老朽化及び制水弁、
空気弁等の弁類の発錆及び材料劣
化による作動不良が生じています。

〇親局（中央管理所）・子局、孫局の
耐用年数が超過し、消耗品や交換
部品の調達が困難な状況にあり
ます。
〇中央管理所の屋上防水保護層が
劣化しています。

（出典：西関東土地改良調査管理事務所）

（出典：西関東土地改良調査管理事務所）

（出典：西関東土地改良調査管理事務所）

取水工
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国営施設機能保全事業

「笛吹川沿岸地区」の実施内容
本事業により、藤木調整池取水工の補修、管水路の補修及びマクロセル腐食対策、揚水機場建屋補修及びポンプ・
電気設備の更新、水管理システムの更新及び中央管理所などの補修を、平成24年度～令和３年度の10年間をかけ
て、施設の機能診断を行いつつ補修工事を行い、施設の長寿命化を図りました。

笛吹川沿岸地区の事業概要

主な整備状況

笛吹川沿岸地区　用水系統模式図
（資料：笛吹川沿岸土地改良区50周年記念誌）

事業目的

笛吹川沿岸地区の基幹的な農業水利施設は、前歴国営事業により整備されましたが、事業完了後、特に管水路の腐食
による漏水が発生するなど、経年に伴う性能低下が生じています。
今後、さらなる性能低下が進むと、施設の維持管理に多大な経費と労力を要するとともに、農業用水の安定供給に支

障をきたすこととなります。
このため、本事業において農業水利施設の性能を長期にわたり保全するための整備を早期から行うことにより、施設

の維持管理の軽減及び農業用水安定供給を図り、農業生産の維持及び農業経営の安定に資するものです。

工　　期 平成24年度～令和3年度（10年間）

受益面積 4,145ha（果樹園3,711ha、普通畑434ha）

導水路 隧道補修

取水工 取水工補修

用水路(管水路) 管水路のマクロセル腐食対策、弁類・制水弁・空気弁の補修・更新

揚水機場 揚水機場上屋補修工、ポンプ設備・電気設備更新

水管理施設 中央管理所建屋補修工、ポンプ設備・電気設備更新

主要工事
計画

　平成17年4月1日、県営かんがい排水事業の受益面積の減少による畑地かんがい用水の余剰水を、受益関係市町の上水道に転用し
ました。よって、本事業は、上水道との共同事業として事業を実施しています。

●導水路

●幹線水路

導水路補修

幹線水路・副幹線水路Ｃ／Ｓマクロセル腐食対策

バルブ類整備

導水路肌落ち状況 導水路補修後

流電陽極方式

電動バタフライ弁整備前 電動バタフライ弁整備後

空気弁整備前 空気弁整備後

外部電源装置

関係市町 山梨県甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市、中央市、西八代郡市川三郷町

笛流興郷様パンフレット w420×h297
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環境配慮への取組み

環境への配慮の新たなアプローチとして、地球温暖化温室効果ガス排出量削減に寄与するため、前歴国営事業で
整備した屋根付き調整池のコンクリート上面に太陽光発電施設を設置し、クリーンエネルギーの導入を進めました。
本事業で整備した 2箇所の太陽光発電施設を含め、笛吹川沿岸地区の太陽光発電施設は 9箇所（国営事業整備 2

箇所、山梨県整備 3箇所、土地改良区整備 4箇所）となりました。これらの太陽光発電施設は、その売電収入など
を維持管理費に充当することにより、農家の負担軽減を遂行していくうえで必要不可欠な施設となっています。

電気設備更新
【整備前】

【整備前】 【整備後】設備更新

【整備後】設備更新

●揚水機場

●水管理施設

ポンプ設備更新

【整備前】

【整備前】 【整備後】

【整備後】

中央管理所及び水管理施設

太陽光発電施設（国営事業整備「左岸5-2 号調整池」）
最大出力49.9kW

太陽光発電施設（国営事業整備「左岸6号調整池」）
最大出力160kW

笛吹川沿岸地区内太陽光発電施設位置図
（資料：笛吹川沿岸土地改良区50周年記念誌）
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多面的機能の効果
本地域の農業用水は、農作物への畑地かんがいだけではなく、防火用水、親水空間の形成及び生態系の保全など
地域の人々のくらしにも大いに役立っています。
防火用水としての機能では、山林火災などにファームポンドに貯められた水の利用と、住宅火災などに地域給水
栓に併設された給水栓の利用です。
関係する消防本部と土地改良区において「災害時等における施設使用に関する確認書」が締結されており、農業
用施設が防火用水として利用されています。

地域の声

ファームポンドを利用した消火活動 火災に活用する地域給水栓

勝沼ぶどうの丘 みさか桃源郷公園

八代ふるさと公園 ふれあい健康の杜

栽培農家の声
◆昭和時代の農業用水確保でご苦労された話をお聞かせください。

昔は、日照りが続いたときは、沢を塞き止め、エンジンで用水ポンプを回して、ホースで水を引いてかん水していました。

◆笛吹川沿岸事業により畑かん用水が確保されました。
　その結果、農作業はどのように変わったでしょうか。

　用水もそうですが、土地改良は地域おこしになるんです。この地域のほ場は、傾斜地でくぼ地で小さかったのです
が、農道整備の残土を入れてもらい、ほ場整備をして桃畑にしました。その結果、ほ場環境が良くなり、集落営農型式
で、若い人の機械による防除・消毒、堆肥撒き、草刈り作業などができるようになり
ました。その後、第2、第3のほ場整備が続きました。畑かん用水があることで乾燥に
対する対策ができ、自信をもって果物作りができます。畑かんが入っていることは、
地域の財産、宝ですね。

◆笛吹川沿岸地区畑かん用水の役割についてお聞かせください。

　当地区では、スプリンクラーの他に給水栓があります。給水栓は、防除・消毒や農
機具の洗浄にも使え便利です。山火事の時には、畑かん施設を利用してヘリコプ
ターで消火したりということが幾度かありました。

施設管理者の声
◆前国営事業完了から今回の事業までの間、施設の状況や管理での苦労や工夫について教えてください。

　平成元年、前国営事業完了時に、国の方から「国の施設の機能を長く保っていただきたい」と言われ、それ以降、施
設の維持管理に取り組んでおり、不具合処理・応急処理にも対応してきました。管理は五感に頼る判断も時には必
要になるため、メーカーの調査報告の疑問点や相違点に悩みながらも、一生懸命やってきました。

◆今回の事業により、施設がどのように改善されたのでしょうか。

　前事業完了後から、マクロセル腐食による主に排泥管からの漏水が顕著となり、その都度対処してきましたが、
今回の事業で対策工事が実施され、事業実施中に発生した漏水についても対処して頂きました。
　水管理システムでは老朽化が進み、交換部品もなく機器類が故障したままの状態で利用していましたが、より使
いやすい水管理システムに更新されました。また本地区は雷の発生が多いことか
ら、現場盤の避雷器も強化されたことやオートリセットブレーカーが設置されたこ
とにより、手動での復旧作業が不要となるなど、障害発生箇所の現場対応を優先で
きるため、管理の省力化と効率化につながっています。

◆これからも全国有数の果樹生産地としてあり続けるために、施設管理者とし
て必要と思うことは何でしょうか。

　引き続き農業用水を安定して供給することです。そのためには、整備された施設
の機能を発揮し続けられるよう管理していくことが重要であり、関係機関や受益
者・組合員の協力が大切だと考えています。

甲州市　萩原　辰夫さん

水土里ネット笛吹川
今澤　茂則さん

（資料：笛吹川沿岸土地改良区40周年記念誌）
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